
千葉経済大学

数理･データサイエンス･AI 教育プログラム リテラシーレベル

学部・学科によって、修了要件は相違しない

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

科目「データサイエンス入門」の単位を修得し、修了申請をすること。

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 1 科目

2 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

データサイエンス入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２）選択必須科目（プログラムを修
了するために一定の条件のもと履修
しなければならない科目）

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和８年度申請用
様式１

大学等名

プログラム名

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

モデルカリキュラム対応状況

（１）必須科目（プログラムを修了す
るために必ず履修しなければならな
い科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ず
しもイコールではない

（３）選択科目（プログラムを構成す
る科目のうち「必須科目」「選択必須
科目」のいずれにも該当しない科
目）



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI　「データサイエンス入門」(2回目)
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上　「データサイエンス入門」(2回目)
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会「データサイエンス入門」(2回目)

1-6

・AI最新技術の活用例（生成AIなど）「データサイエンス入門」(3回目)
・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーショ
ンなど)「データサイエンス入門」(3回目)

1-2

・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）「データサイエンス
入門」(3回目)
・データのオープン化（オープンデータ）　「データサイエンス入門」(3回目)

1-3

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)「データサイエンス入門」（３回
目)

1-4

・データ解析：予測、グルーピング、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・
データ同化など「データサイエンス入門」(３回目)
・特化型AIと汎用AI、AIとビッグデータ 「データサイエンス入門」(３回目)

1-5

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的
データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）「データサ
イエンス入門」(３回目)
・教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデー
タ・AI利活用事例紹介「データサイエンス入門」(3回目)

3-1

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）「データサイエンス
入門」(4回目)
・個人情報保護「データサイエンス入門」(4回目)
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護「データサイエンス入
門」（4回目)
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）「データサイエンス入門」(4
回目)
・データバイアス　「データサイエンス入門」(5回目)

3-2
・匿名加工情報、悪意ある情報搾取 「データサイエンス入門」(4回目)
・サイバーセキュリティ 「データサイエンス入門」(4回目)

2-1
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）　「データサイエンス入門」(14・15回目)
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）「データサイエンス入門」(8回目)

2-2
・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図）「データサイエンス入門」(8・15回目)
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）「データサイエンス入
門」(8回目)

2-3 ・データの集計（和、平均）「データサイエンス入門」(15回目)

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

データサイエンスの基礎的事項を理解し、データに対する洞察力を身に付けることがで
きる。具体的に身に付けられる能力は、（１）データサイエンスの基礎的な概念と用語を
説明できること、（２）データの種類を知り、適切にデータを扱うことができること、（３）基
本的な統計手法を適用でき、適切なデータの視覚化方法を選択できること、である。

（５）実データ・実課題（学術
データ等を含む）を用いた演
習など、社会での実例を題材
として、「データを読む、説明
す る、 扱う」 といっ た数 理・
データサイエンス・ＡＩの基本
的な活用法に関するもの

授業に含まれている内容・要素

（１）現在進行中の社会変化
（ 第４ 次産業革命 、 Society
5.0、データ駆動型社会等）に
深く寄与しているものであり、
それが自らの生活と密接に結
びついている

（２）「社会で活用されている
データ」や「データの活用領
域」は非常に広範囲で あっ
て、日常生活や社会の課題を
解決する有用なツールになり
得るもの

（３）様々なデータ利活用の現
場におけるデータ利活用事例
が示され、様々な適用領域
（流通、製造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせる
ことで価値を創出するもの

（４）活用に当たっての様々な
留意事項（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原則等）
を考慮し、情報セキュリティや
情報漏洩等、データを守る上
での留意事項への理解をす
る



様式２

①プログラム開設年度 令和7 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

経済学部 1,191 250 250 1,000 18 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 2%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 1,191 250 250 1,000 18 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 2%

学生数 令和5年度 令和4年度 令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部名称
入学
定員

収容
定員

令和7年度 履修者数
合計 履修率

令和2年度令和6年度



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

①

(常勤） 35 人

（非常勤） 61 人

②

1 人

③

（責任者名） 石原 正道

（役職名） 数理･データサイエンス･AI 教育プログラム運営委員会 委員長

④

（名称） 数理･データサイエンス･AI 教育プログラム運営委員会

⑤

（名称） 千葉経済大学 数理･データサイエンス･AI 教育プログラム運営委員会規程

⑥

⑦

経済学部経済学科　学部長・学科長・教授　藤生　裕
経済学部経済学科　教務部長・教授　黒川　太
経済学部経済学科　教授　名古屋　孝幸
大学学務課 課長 小倉 光治
経済学部経済学科　教授　石原　正道

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

本体制はプログラムの維持管理に必要な業務を行うことを目的としている。本
学の建学の精神や校是を踏まえ、経済学・経営学分野において数理データサ
イエンスに関する倫理道徳・知識と技術・健全な考え方・探求心を有した人材を
育成することを目的に委員会を設置した。本プログラムを運営するため、設置
した委員会は科目整備、修了要件の見直し、プログラムの運営状況の評価な
どを行うこととしている。この体制によりプログラムの妥当性の確認と深化をは
かる。

体制の目的

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

具体的な構成員



⑧

令和７年度履修率 2%

令和８年度予定 5%

令和９年度予定 8%

令和10年度予定 11%

令和11年度予定 13%

⑨

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本プログラムは開始されたばかりであることから、学生を含むステークスホル
ダーの認知が十分でない。授業内説明や学内のコースにおける説明会に加え
て幾つかの施策により履修率を増加させる。

令和８年度はポータルシステムによりプログラムを紹介する。また全学年に
おいて実施されているゼミナールを通してプログラムを周知する。また修了証
明書を発行し、プログラム修了者であることを明確にする。令和９年度にプログ
ラムが認定された場合、大学案内に記載し受験者に周知する。また附属高校
においてプログラムの存在を明確にする。令和１０年度は、可能な限りプログラ
ム修了者の進路を把握し、進路を踏まえた履修率向上案を検討する。令和11
年度は状況に応じプログラム内容を更新し、社会状況に応じた内容とすること
で履修者増となることを目指す。

科目「データサイエンス入門」はPCを利用することから、これまで履修者数の
制限を行っていた。本学では令和7年度から全学で学生個人のノートパソコン
を持ち込みできることとした（Bring Your Own Device: BYOD)。このことに伴い
、令和8年度から本プログラムに含まれる科目の人数制限を解除し、希望する
学生が全員受講できるようすることを決定した。さらに必要な資料等をシステム
上におき、学習コストを下げることとした。

データサイエンス教育を行うには、学生が最低限のコンピュータ技術を身に
付ける必要があるため、教養科目の「情報リテラシー基礎」を全学で必修化し
た。この科目は本プログラムには含まれないが、卒業必修とすることで数理
データサイエンス学習のための基礎的な技能を修得しやすくし、受講の前提と
なる基礎能力の向上をはかった。

プログラムを周知するため、学生へポータルサイトを通しても周知を行うこと
を決定した。さらに本プログラムで指定されている科目内においても周知する
こととした。また本学では学部内でコースを設定しており、その一つにITコース
がある。ITに興味を有する学生がコース登録をしているため、本コースの登録
者に対して本プログラムのアナウンスをした。

本学では全学年でゼミナールが必修となっている。そこでゼミナールを通じプ
ログラムを周知することとした。またプログラムが運用されていることを学生が
認識できるよう修了者への修了証を渡す手段としてゼミナールにて修了証を渡
すこととした。

具体的な計画

履修者数・履修率の向上に向けた計画 

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等



⑪

⑫

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

設備面では、Bring Your Own Device (BYOD) の体制を整え、全ての学生が
パソコンに親しむことのできるようにした。トラブルに対するサポートは情報企
画戦略室にて行うこととした。またPCやWifiの更新を行い、データサイエンス教
育を行いやすい環境を整えた。

人員面では、履修学生数が多くなった場合に対応するため、学生アシスタン
トを配置できるようにした。また本プログラム外の補助的な科目「情報リテラ
シー基礎」を必修化し複数名の教員を割り当てることとした。

制度面では、本学に設置したITコースにおいて、ITに関係するセミナーなどを
開設し、データサイエンスに取り組み易い環境を整えた。

本学ではLearning Management System (LMS) を運用しており、科目「データサ
イエンス入門」もLMSに登録されている。このLMSには学生個人とやり取りでき
るメッセージ機能が設けられており、この機能を通して学生への指導および学
生からの質問受付を行うことができる。また科目「データサイエンス入門」で
は、多くの回でリアクションペーパーを用いて分からない事への対応をおこなっ
ている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① 数理･データサイエンス･AI 教育プログラム運営委員会

石原 正道

数理･データサイエンス･AI 教育プログラム運営委員会 委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

本申請プログラムは数理･データサイエンス･AI 教育プログラム運営委員会によっ
て管理・運営される。プログラムの履修状況について学務課より本委員会が履修者
数および修得者数の報告を受け、本委員会がプログラムの履修・修得に向けた改善
案を検討する。またプログラムに含まれる科目は大学カリキュラムの一部であること
から、改善案が科目の追加・廃止におよぶ場合には、数理･データサイエンス･AI 教
育プログラム運営委員会から教務部会へ案を提示し、教務部会においても内容につ
いて検討する。また科目内容の変更が必要な場合には、教務部会から学務課を通じ
て該当科目の担当教員へ内容変更を依頼する。これらの措置によりプログラムの履
修状況や修得状況を把握し、必要な改善措置を行う。以上のことからプログラムの履
修・修得状況を改善する仕組みを構築しているといえる。

学修成果

ゼミナールなどの一部の科目を除き、本学では全授業において授業評価アンケート
を実施している。プログラムに該当する授業アンケートでは、科目の選択理由・難易
度・満足度などの項目を設定しており定量的な把握ができるようになっている。また
記述項目も設けており、定性的な把握も可能となっている。プログラムに含まれる科
目の授業評価アンケート結果は数理･データサイエンス･AI 教育プログラム運営委員
会の評価委員が確認し、評価委員が学修成果を把握することとしている。また本アン
ケート結果はFD委員会においても確認されており、本アンケート結果を授業改善の
一助としている。FD委員会ではアンケート結果に基づき、秀でている場合には顕彰を
行い、かつ事例発表を求めている。また劣っている場合には担当者に理由等を書面
で提出することを求めており、その書面は学長に提出される。このプロセスは本プロ
グラムの科目にも適用されている。以上の通り、学修成果をあげるための改善の仕
組みを構築している。

学生アンケート等を通じた学生の
内容の理解度

本学では全授業において授業評価アンケートを実施している。FD委員会にてアン
ケートが実施されており、その結果は授業担当者に通知され、授業担当者が学生の
理解度や総合評価を把握するために利用している。本アンケートには記述欄も設け
られており、数値では分からない理解状況なども把握できるようにしている。

本アンケート結果は授業担当者だけでなく、FD委員会内に設置されたワーキング
グループ（WG)に提供される。WGにて総合評価等の平均値の算出だけでなく、全科
目を対象に相関分析などを行うことによりアンケート項目間の依存性を抽出してい
る。これらの結果は報告書としてまとめられ学内で共有されている。本プログラムの
科目も対象となっており、授業担当者は総合評価を把握し、授業の改善に必要な分
析結果を得ている。以上の通り、学生による総合評価の把握およびその改善のため
の仕組みを構築している。

学生アンケート等を通じた後輩等
他の学生への推奨度

2025年度の授業評価アンケートより、「この授業の履修を他の学生にも推奨したい
か」という評価項目を設けている。本プログラムの授業も授業評価アンケートの対象
となっていることから、履修後の学生が該当授業を推奨するに足る状況になっている
か確認できる。授業担当者・FD委員会・FD委員会ワーキンググループで確認可能で
あり、その情報は数理･データサイエンス･AI 教育プログラム運営委員会にも提供さ
れる。

授業評価アンケートの推奨度は1から5の範囲の値をとる。科目「データサイエンス
入門」の2025年度推奨度は4.00であった。全科目の平均値4.12よりやや低いものの
標準的な結果であったといえる。この結果はプログラム運営委員会に伝達された。
　以上の通り、他の学生への推奨度を確認するための仕組みを備えている。

全学的な履修者数、履修率向上
に向けた計画の達成・進捗状況

本プログラムにおいては「データサイエンス入門」の履修者数が問題となる。本学の
学部構成から本科目の履修者は入学定員の10％程度であることを想定していた。
2025年度において履修者数は30名であり、これは10％に近い数値であったといえ
る。ただしプログラム履修者は17名と科目履修者の半数程度となっている。

2025年度に本プログラムの該当科目は「データサイエンス入門Ⅰ」から「データサイ
エンス入門」に名称をしている。履修者数は2024年度の29名から2025年度の30名の
微増である。微増であった理由として、プログラムの周知が履修登録時に十分できて
いなかったことがあげられる。履修率は修了証発行等の方策により向上が期待でき
る。修了証発行に向けた準備も整っている。また複数の方法で周知することとしてお
り、その準備も整っている。
　以上から本プログラムの履修者数・履修率は概ね順調に推移しているといえる。

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

自己点検・評価の視点

（責任者名）

（役職名）

学内からの視点



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、
活躍状況、企業等の評価

本学では、来学いただいた企業に対してアンケートを実施しており、このアンケート
を通して卒業生の活躍状況や企業等の評価を把握できる。具体的には、（A）取得し
ている資格で、仕事に役に立っていると思われるもの、（B）．データ処理に関して、卒
業時点で学生に身につけておいて欲しい能力や知識、（C）本学卒業の勤務者の基
本ITスキル、（D）本学卒業の勤務者の情報やデータを扱う力、の評価をいただいて
いる。評価結果は良好である。またご回答いただいた企業で必要となる情報処理の
能力について回答を得ている。

本プログラムの修了者はまだいないことから、本教育プログラムの評価については
今後のアンケート結果を待つこととなる。

産業界からの視点を含めた教育
プログラム内容・手法等への意見

本学では、来学いただいた企業に対してアンケートを実施している。このアンケート
に「取得している資格で仕事に役立っていると思われるもの」を選択肢から選ぶ項目
がある。この中には情報系の資格が含まれており、企業でのニーズを伺うことができ
る。また仕事を行う上で必要とされる知識や資格などについて自由記述で回答をい
ただいており、この項目から企業ニーズをつかむことが可能である。2025年度以降の
アンケートでは、より直接的に「データ処理に関して卒業生に身に付けておいて欲し
い能力や知識」を伺うこととした。これにより本教育プログラムへの産業界からの意
見を確認できるようにしている。このアンケートの結果から、情報関係の知識・技術と
してMicrosoft Office Specialist試験・ITパスポート試験・基本情報技術者試験などの
資格が求められていること、一部企業ではAI・基本的情報処理技術・物理の知識も
求められていることが明らかになっている。

以上の通り、教育プログラムに産業界からの視点を取り入れることのできる仕組み
が構築されている。

モデルカリキュラムを参照して科目「データサイエンス入門」に「学ぶ楽しさ」や「学
ぶことの意義」にかかわる「導入」の内容を取り入れた。科目全体の理解状況の把握
は授業評価アンケートにより行っている。科目「データサイエンス入門」では多くの授
業回で簡単な小テストを実施することで学生に学ぶ楽しさを理解させ、かつ学生の理
解状況を把握をするようにしている。学ぶことの楽しさや意義を伝えかつ理解状況を
把握するために、リアクションペーパーを提出する機会を設けている。リアクション
ペーパーは授業担当者が内容を確認し、必要に応じて記述を加え返却している。こ
のことにより学生が理解できないことを把握するとともに、学生が学ぶ楽しさや意義
を見出せるようにしている。

授業評価アンケート結果から、学生が不十分であると考えている部分を担当教員
が把握することにより、理解しやすくなるよう授業内容を見直している。科目「データ
サイエンス入門」では多くの授業回においてリアクションペーパーを提出する機会を
設けている。このリアクションペーパーには理解できたこと・理解できなかったこと・感
想を記述し提出することとしている（記述しない項目があってもよい）。リアクション
ペーパーにより理解状況を把握し、理解不足の箇所に関しては個別に回答を記述し
返却している。また多くの学生が同一箇所を理解できていないと判断できる場合は追
加の説明等を行うこととしている。

以上に加え、本プログラムを管轄する数理･データサイエンス･AI 教育プログラム運
営委員会には授業評価アンケート結果が開示され、必要に応じて評価チームから改
善意見等が委員会に提出される。この意見等は自己点検・評価報告書にも記述され
ることがあり、授業担当者も改善すべき点を把握できる。このことにより組織として授
業内容や水準の維持・向上をはかっている。

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分か
りやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展
を踏まえて教育内容を継続的に見直すな
ど、より教育効果の高まる授業内容・方
法とするための取組や仕組みについても
該当があれば記載

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること



データサイエンス⼊⾨（GE-O-1-L-J）

教授:⽯原　正道

年次 単位 開講期 形態

1〜 2単位 前期 講義

授業概要

本授業ではデータサイエンスの基礎を理解し、データに対する洞察力を養うことを⽬指す。本
授業では、社会とデータサイエンスの関係、データの種類、基礎的な統計学、グラフの作成と
解釈、確率論、ベイズの定理、分布の概念など、データサイエンスにおける重要なトピックを
扱う。

なお、この科⽬は卒業認定・学位授与の⽅針のうち、特に【（知識・技能）】に資する科⽬で
す。

到達⽬標

本授業では、データサイエンスで理解しておくべき基礎的な事項を理解することを⽬標とす
る。
・データサイエンスの基本的な概念と⽤語の理解し説明できる
・データの種類を知り、適切に扱える
・基本的な統計⼿法を理解して適⽤でき、適切なデータの視覚化の⽅法を判断できる

授業内容と計画 第1回  イントロダクション
予習0.5時間：データサイエンスの意義について調べてみること。
復習1.5時間：授業内容をデータサイエンスの意義の観点から整理してみること。

第2回  データサイエンス・AI による社会の変化と動向
予習1.0時間：データサイエンスやＡＩが社会にもたらす影響を検討してみること。
復習3.0時間：授業の内容を整理し、社会の変化・動向についてまとめること。

第3回  利活⽤されているデータ・利⽤領域・利⽤技術
予習2.0時間：⾃分の周囲でデータが利⽤されている例を列挙してみること。
復習3.0時間：授業の内容を整理し、データの利活⽤についてまとめること。

第４回  データサイエンスと情報の保護
予習2.0時間：情報の保護に関係する法律にはどのようなものがあるか調べてみること。
復習4.0時間：情報の保護に関する法律等の内容を整理してみること。

第５回  データの収集⽅法
予習1.0時間：データの尺度について調べてみること。
復習3.0時間：時間の観点から調査・研究の⼿法を調べてみること。

第6回  基礎数学
予習0.5時間：ネイピア数の定義を確認してみること。
復習5.0時間：べきの計算と和・積の記号を含む計算を含む多くの問題にあたること。

第７回  要約統計量
予習1.0時間：平均値・中央値・最頻値・四分位数などの量の定義を確認すること。
復習2.5時間：授業で算出した要約統計量を再度算出してみること。また四分位数と最⼤値・最
⼩値・中央値の関係を確認すること。

第８回  グラフによる表現
予習1.0時間：グラフの種類にどのようなものがあるか調べてみること。
復習3.0時間：グラフを作成する上での注意点を確認し、ウェブや雑誌などのグラフが妥当なも
のであるかチェックしてみること。

第9回  確率
予習1.5時間：場合の数について確認をしておくこと。
復習3.0時間：確率の計算⽅法について確認し、具体例で計算が成⽴していることを確認してみ
ること。

第１０回  直観に反する確率１（⽇常の例など）
予習1.0時間：確率の計算⽅法について確認しておくこと。
復習3.0時間：授業の提⽰例などで具体的に計算してみること。

第１１回  直観に反する確率２（パラドックスなど）
予習1.0時間：確率の満たすべき条件（和が1となることなど）を確認しておくこと。
復習4.0時間：授業で提⽰した例を再度⾃分でも考えてみること。

第１２回  ベイズの定理
予習1.0時間：確率の満たす関係式について確認しておくこと。
復習4.0時間：第１１回で提⽰した例についてベイズの定理の観点から検討してみること。

2025年度



第１３回  様々な分布
予習2.0時間：指数関数やべき関数について確認しておくこと。
復習3.0時間：様々な分布にどのようなものがあったか、定理の意味はどのような意味か、再確
認しておくこと。

第１４回  相関と因果
予習0.5時間：相関と因果の違いを確認しておくこと。
復習3.0時間：授業内容を整理しなおすこと。また具体例で相関係数を算出してみること。

第１５回  実データにおける相関とまとめ
予習1.0時間：第14回の内容を再確認しておくこと。
復習3.0時間：授業の内容を再現してみること。

※履修者の理解度や授業の進度などに応じて、講義の順番や内容を変更する場合がある。
※利⽤規約等の変更により、内容を変更する場合がある。

履修者への要望・条件 制限は設けない。

履修にあたっての準備(予習・復習) 授業内容を参考に、⽇常で提⽰されている数値がどのような意味を持つのか考えてみること。

教科書 なし（必要な資料を配布もしくは配信する予定）。

参考書 なし。

評価⽅法と基準

本授業では、リアクションペーパーの提出（20%）、⼩テスト(40%)、課題(40%)により評価を⾏
う。
※難易度や進度などを考慮し、内容と⽐率を調整する場合がある。
※※リアクションペーパーの提出は電⼦的な送信に置き換えることがある。
※※課題はテストに置き換えることがある。

リアクションペーパー（あるいは電⼦的な送受信）や⼩テストの説明などによりフィードバッ
クする。
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部
経
営
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
・
ツ
リ
ー
20
25
年
度

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅲ

プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ

（
注
）
図
は
各
科
目
の
基
本
的
位
置
づ
け
で
あ
り
，
専
門
・
教
養
の
選
択
科
目
に
つ
い
て
は
一
部
の
科
目
の
み
表
記
．
詳
細
に
つ
い
て
は
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
．

専
門
【
必
修
】

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
概
論

専
門
【
必
修
】

経
済
学
入
門
Ⅰ
・
Ⅱ

経
営
学
入
門
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

経
営
学
入
門
（
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
）

教
養
【
必
修
】

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ

教
養
【
必
修
】

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
基
礎

専
門
【
選
択
必
修
】

経
済
経
営
数
学
基
礎
Ⅰ
・
Ⅱ

初
級
簿
記
Ⅰ
・
Ⅱ

専
門
【
選
択
】

中
級
簿
記
Ⅰ
・
Ⅱ

上
級
簿
記
Ⅰ
・
Ⅱ

工
業
簿
記
Ⅰ
・
Ⅱ

経
営
史
Ⅰ
・
Ⅱ

産
業
史
Ⅰ
・
Ⅱ

C
S

R
論

流
通
論
Ⅰ
・
Ⅱ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅰ
・
Ⅱ

国
際
経
営
論
Ⅰ
・
Ⅱ

統
計
学
Ⅰ
・
Ⅱ

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
起
業
論

組
織
学
習
論

企
業
文
化
論

生
産
管
理
論

経
営
統
計

な
ど

教
養
【
選
択
】

文
学
心
理
学
Ⅰ
・
Ⅱ

⺠
俗
学

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門

法
学
入
門

社
会
学

英
会
話
Ⅰ
・
Ⅱ

中
国
語
Ⅰ
・
Ⅱ

コ
ー
ス
関
連
科
目
等

な
ど

専
門
【
選
択
必
修
】

経
営
戦
略
論
Ⅰ
・
Ⅱ

 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
Ⅰ
・
Ⅱ

経
営
管
理
論
Ⅰ
・
Ⅱ

人
的
資
源
管
理
論
Ⅰ
・
Ⅱ

経
営
組
織
論
Ⅰ
・
Ⅱ

現
代
企
業
論
Ⅰ
・
Ⅱ

中
小
企
業
論

財
務
会
計
論
Ⅰ
・
Ⅱ

財
務
分
析
Ⅰ
・
Ⅱ

管
理
会
計
論
Ⅰ
・
Ⅱ

教
養
基
礎
【
選
択
必
修
】

基
礎
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ

文
章
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ

基
礎
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ

教
養
基
礎
【
選
択
必
修
】

ス
ポ
ー
ツ
実
習

I

教
養
基
礎
【
選
択
必
修
】

建
学
の
精
神
を
学
ぶ

キ
ャ
リ
ア
支
援
【
選
択
必
修
】

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

業
界
研
究
・
企
業
研
究
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学

則

V

千
葉
経
済
大
学
学
則（
抄
）

授業科目
の区分 授業科目の名称 単位数 形態 配当年次

必修 選択

教

養

科

目

群

教
　
養
　
基
　
礎

建学の精神を学ぶ 2 講義 1年次以上
基礎英語Ⅰ 2 講義 1年次以上
基礎英語Ⅱ 2 講義 1年次以上
文章表現Ⅰ 2 講義 1年次以上
文章表現Ⅱ 2 講義 1年次以上
基礎数学Ⅰ 2 講義 1年次以上
基礎数学Ⅱ 2 講義 1年次以上
スポーツ実習Ⅰ 2 実技 1年次以上
情報リテラシー基礎 2 講義 1年次以上
キャリア・デザインⅠ 2 講義 1年次以上
キャリア・デザインⅡ 2 講義 1年次以上

人

文

科

学

文学 2 講義 1年次以上
外国文学 2 講義 1年次以上
日本史概説Ⅰ 2 講義 1年次以上
日本史概説Ⅱ 2 講義 1年次以上
外国史概説Ⅰ 2 講義 1年次以上
外国史概説Ⅱ 2 講義 1年次以上
日本文化史 2 講義 1年次以上
哲学Ⅰ 2 講義 1年次以上
哲学Ⅱ 2 講義 1年次以上
心理学Ⅰ 2 講義 1年次以上
心理学Ⅱ 2 講義 1年次以上
カウンセリング入門 2 講義 1年次以上
ポジティブ心理学 2 講義 1年次以上
倫理学 2 講義 1年次以上
教育原理 2 講義 1年次以上
博物館概論 2 講義 1年次以上
博物館資料論 2 講義 1年次以上
博物館教育論 2 講義 1年次以上
生涯学習概論 2 講義 1年次以上
博物館経営論 2 講義 1年次以上
博物館展示論 2 講義 1年次以上
歴史学・民俗学調査法 2 講義 1年次以上
民俗学 2 講義 1年次以上
考古学 2 講義 1年次以上

自
　
然
　
科
　
学
　

生態学 2 講義 1年次以上
自然史概説 2 講義 1年次以上
地球環境入門 2 講義 1年次以上
情報リテラシー応用 2 講義 1年次以上
コンピュータ概論 2 講義 1年次以上
プログラミング入門 2 講義 1年次以上
マルチメディア処理入門 2 講義 1年次以上
Webアプリケーション入門 2 講義 1年次以上
データサイエンス入門 2 講義 1年次以上
データサイエンス実践Ⅰ 2 講義 1年次以上
データサイエンス実践Ⅱ 2 講義 1年次以上
人工知能 2 講義 1年次以上

授業科目
の区分 授業科目の名称 単位数 形態 配当年次

必修 選択

教

養

科

目

群

自
　
然
　
科
　
学

情報ネットワーク 2 講義 1年次以上
データベース 2 講義 1年次以上
情報セキュリティ 2 講義 1年次以上
情報システム構築論 2 講義 1年次以上
産業デザイン論Ⅰ 2 講義 1年次以上
産業デザイン論Ⅱ 2 講義 1年次以上

社

会

科

学

社会学 2 講義 1年次以上
社会心理学 2 講義 1年次以上
社会思想史Ⅰ 2 講義 1年次以上
社会思想史Ⅱ 2 講義 1年次以上
コミュニケーション論 2 講義 1年次以上
ジェンダー論 2 講義 1年次以上
法学入門 2 講義 1年次以上
日本国憲法 2 講義 1年次以上
刑法 2 講義 1年次以上
政治学Ⅰ 2 講義 1年次以上
政治学Ⅱ 2 講義 1年次以上
国際関係論Ⅰ 2 講義 1年次以上
国際関係論Ⅱ 2 講義 1年次以上
地理学 2 講義 1年次以上
地誌学 2 講義 1年次以上
ボランティア・ＮＰＯ論 2 講義 1年次以上
地域創造入門 2 講義 1年次以上

語

学

総合英語Ⅰ 2 講義 2年次以上
総合英語Ⅱ 2 講義 2年次以上
英会話Ⅰ 2 講義 1年次以上
英会話Ⅱ 2 講義 1年次以上
中国語Ⅰ 2 講義 1年次以上
中国語Ⅱ 2 講義 1年次以上
ビジネス英語Ⅰ 2 講義 1年次以上
ビジネス英語Ⅱ 2 講義 1年次以上
外書講読（教養）Ａ 2 講義 1年次以上
外書講読（教養）Ｂ 2 講義 1年次以上
外書講読（教養）Ｃ 2 講義 1年次以上
外書講読（教養）Ｄ 2 講義 1年次以上

ス
ポ
ー
ツ・健
康
科
学

健康科学Ⅰ 2 講義 1年次以上
健康科学Ⅱ 2 講義 1年次以上
食と健康 2 講義 1年次以上
スポーツ実習Ⅱ 2 実技 2年次以上

キ
ャ
リ
ア
支
援

プレ・インターンシップ 2 講義 2年次以上
業界研究・企業研究 2 講義 2年次以上
キャリア・アップ 2 講義 2年次以上

教
養
特
別
講
義

教養特別講義Ａ 2 講義 1年次以上
教養特別講義Ｂ 2 講義 1年次以上
教養特別講義Ｃ 2 講義 1年次以上
教養特別講義Ｄ 2 講義 1年次以上
教養特別講義Ｅ 2 講義 1年次以上

別表第１（第12条関係）
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数理・データサイエンス・AI 教育プログラムに関するガイドライン 

 

（主旨）  

第 1 条 本ガイドラインは、千葉経済大学（以下、「大学」という。）の数理・データサイエンス・AI

教育プログラム(以下、「本プログラム」という)に係る事項を定めたものである。  

 

（プログラム構成科目）  

第 2 条 本プログラムは、次の２つのレベルを設定する。 

（１）数理・データサイエンス・AI 教育プログラム リテラシーレベル 

（２）数理・データサイエンス・AI 教育プログラム 応用基礎レベル 

２  「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム リテラシーレベル」を構成する科目は、「デー

タサイエンス入門」とする。 

3  「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム 応用基礎レベル」を構成する科目は、「デー

タサイエンス入門」「人工知能」「データサイエンス実践Ⅰ」「データサイエンス実践Ⅱ」とする。 

 

（プログラムの履修）  

第３条 本プログラム履修申請書の提出をもって、履修申請書を提出した年度より本プログラ

ムの履修を開始したこととする。 履修申請書はレベルごとに提出するものとする。 

２ リテラシ―レベルの履修申請書は１つ目の科目の単位修得前までに申請しなければならな

い。応用基礎レベルの履修申請書は４つ目の科目の単位修得前までに申請しなければならな

い。 

３ 履修申請書は大学より指示された期間に指定された提出先に提出しなければならない。 

４ 履修申請書の提出期間はプログラムを構成する授業等にて告知するものとする。 

 

（プログラムの修了） 

第４条 本プログラムの修了するためには、第 2 条に示す本プログラムを構成する全ての科目

を履修して単位を修得したのち、レベルに応じたプログラム修了申請書（以下、修了申請書）を

大学の指定する期間に学務課へ提出しなければならない。 

２ 修了申請書の日付は前年度の卒業式挙行年月日とする。 

３ 修了申請書を提出し、規定科目の単位の修得が確認された場合、修了申請を行ったプログ

ラムを修了したものとする。修了の可否に関する審議は行わず、修了要件に従って修了認定を

行う。 

4 修了申請書の提出期間は、１年生から３年生は原則として翌年度の４月の指定された期間

とする。４年生は原則として２月の指定された期間とする。 

４ プログラムの修了月日は、本学卒業式が挙行される日とする。 



（修了証明証）  

第５条 プログラムの修了が認定された履修者に対し、修了証明証を発行する。  

２ 修了証明証はプログラムのレベルごとに発行する。該当のプログラムが文科省の認定プロ

グラムの認定を受けている場合は、文科省の認定プログラムであることを示した本学独自の

修了証明証を発行し、認定を受けていない場合は本学独自の修了証明証を発行する。 

３ 発行者は学長とし、修了年度の卒業式の挙行日を発行日とした修了証明証を発行する。た

だし、不測の事態が発生した場合には、前記の発行日に依らず別日を設定する。  

４ 修了証明証の様式は、別添のとおりとする。  

５ 修了証明証の初回発行費用は、本プログラムの修了者に請求しない。再発行に関しては、次

条に従う。 

６ 修了証明証の授与はゼミ担当者などを通じて行うこととする。  

 

（修了証明証の再発行）  

第 6 条 本プログラムの修了者は、再発行の申請をすることにより、修了証明証の再発行を受

けることができる。  

２ 再発行にかかる日数、費用等については、別に定める。  

 

（履修者の管理） 

第７条 プログラムの履修者・履修開始年度・履修修了年度・修了証明証発行の有無など、プロ

グラムの履修者に関する情報の管理は学務課で行う。 

２ 履修申請書および履修修了申請書の保管・管理は学務課で行う。 

 

（教授会への報告） 

第８条 プログラム修了者がいた場合、速やかに教授会にて修了者数等の報告を数理・データ

サイエンス・AI 教育推進委員会(以下、「委員会」という。)より行う。 

 

（プログラムの評価）  

第９条 本プログラムの評価は、委員会内の評価者が担う。 

２ 評価者は、レベルごとのプログラムの評価を年１回行い、「数理・データサイエンス・AI 教育

プログラム自己点検・評価報告書」を作成し、委員会に提出しなければならない。  

 

（情報公開）  

第 10 条 本プログラムの情報は、大学ウェブ上に公開しなければならない。  

２ 委員会は、各年度において、ウェブ上の情報公開内容に修正がないか、確認しなければなら

ない。  

３ 委員会は、各年度において、前年度の数理・データサイエンス・AI 教育プログラム自己点検



報告書をアップロードし公開する。  

４ 委員会は、本プログラムの科目構成、科目の内容及び自己点検体制などが変更された場合

には、速やかに情報の更新をしなければならない。  

 

（事務処理）  

第 11 条 本プログラムの事務を行う部署は、学務課（以下、事務担当部門という。）とする。  

２ 事務担当部門は、次年度４月末までに本プログラムに係る科目のプログラムの履修開始状

況および修了状況の確認を行う。  

３ 本プログラムの事務処理にかかる費用は、事務担当部門において申請する。  

 

（付則）  

本ガイドラインは、令和 7 年４月１日から施行する。  

 

作成日 令和７年 11 月２０日 

更新日 令和８年 １月１２日 

更新日 令和８年 ３月２８日 



数理・データサイエンス・AI教育プログラム

近年、データサイエンスは急速に発展し、社会に不可欠なも

のとなりました。千葉経済大学ではデータサイエンスの重要

性に鑑み、全学で数理・データサイエンス・AIに関する教育

を⾏っています。

本教育は、数理・データサイエンス・AI教育プログラムとし

て体系化されています。プログラム修了者にはプログラム修

了証が発行されます。

千葉経済大学では二つのレベルの数理・データサイエンス・AI教育プログラムが設定されていま

す。

・千葉経済大学　数理・データサイエンス・AI教育プログラム　リテラシーレベル

・千葉経済大学　数理・データサイエンス・AI教育プログラム　応用基礎レベル

プログラムの名称と構成


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リテラシーレベルでは基礎的な素養の習得を目指し、応用基礎レベルでは応用・活用のための応

用基礎力の習得を目指します。

リテラシーレベル

修了要件

科目「データサイエンス入門」の単位を修得し、修了申請をすること。

科目構成

リテラシーレベルのプログラムは単一の科目から構成されています。

学習成果（身に付けることのできる能力）

データサイエンスの基礎的事項を理解し、データに対する洞察力を身に付けることができる。具

体的に身に付けられる能力は、（１）データサイエンスの基礎的な概念と用語を説明できるこ

と、（２）データの種類を知り、適切にデータを扱うことができること、（３）基本的な統計手法

を適用でき、適切なデータの視覚化方法を選択できること、である。

応用基礎レベル

修了要件

科目「データサイエンス入門」「データサイエンス実践Ⅰ」「データサイエンス実践Ⅱ」「人工知

能」の単位を全て修得し、修了申請をすること。

科目構成

応用基礎レベルのプログラムは４つの科目から構成されています。

データサイエンス入門（講義）

データサイエンスの基礎を理解し、データに対する洞察力を養うことを目指す。本授業で

は、社会とデータサイエンスの関係、データの種類、基礎的な統計学、グラフの作成と解

釈、確率論、ベイズの定理、分布の概念など、データサイエンスにおける重要なトピックを

扱う。

データサイエンス入門（講義）

データサイエンスの基礎を理解し、データに対する洞察力を養うことを目指す。本授業で

は、社会とデータサイエンスの関係、データの種類、基礎的な統計学、グラフの作成と解

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学習成果（身に付けることのできる能力）

本プログラムを修了することにより、（１）数理・データサイエンス・AIと社会との関わりの知

識、（２）各分野における基本的なデータサイエンスの方法、（３）データを解釈するために必要

な統計学の多様な手法、（４）基礎的なAIの知識、を身に付けることができる。

プログラム運営

本プログラムは数理・データサイエンス・AI教育プログラム運営委員会が担っています。本委員

会はプログラムの運営やプログラムの評価・改善を行います。このため、委員会内に評価担当者

を定め、プログラムや授業の妥当性を本委員会で評価しています。また委員会では運営計画の策

定や活動報告なども行います。

プログラムを実施するための計画

釈、確率論、ベイズの定理、分布の概念など、データサイエンスにおける重要なトピックを

扱う。

データサイエンス実践Ⅰ（講義）

データサイエンスに必要な数学の基礎知識とデータサイエンスの応用を理解することを目的

とする。本講義では、基本的な数学概念から始め、データ分析の技術に進んでいく。統計

学、確率論、回帰分析などの主要トピックをカバーし、実際のデータセットを用いた実践的

な演習を通じて、理論と実践の両方の理解を深める。

データサイエンス実践Ⅱ（講義）

データサイエンスに関連する数学の基本概念とデータ分析技術を学ぶ。本講義は、統計学の

基礎、検定手法、線形代数、時系列データ分析、分類問題、クラスタリングをカバーする。

人工知能（講義）

近年の社会状況をふまえ、音声解析、機械学習、テキストデータや画像の処理などを概観す

る。これらの内容を把握するため、プログラム言語Pythonを用いて音声解析や機械学習など

を行う。

実施体制

年間スケジュール


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本プログラムに関わる主たる年間スケジュールを示します。

本プログラムに関わる主たる年次計画を示します。

月 主たる計画

4月 プログラム周知・プログラム履修申請受付・ウェブページ

更新

5月 プログラム自己点検・評価報告書への対応

9月 プログラム周知・プログラム履修申請受付

２月 卒業生プログラム修了申請受付

３月 プログラム自己点検評価書作成

３月～４月 在学生プログラム修了申請受付

年次計画

年度 主たる計画

2025年度 数理・データサイエンス・AI教育プログラムの運営開始

2026年度 文部科学省へのプログラム認定申請/ウェブページの改修

（認定時）

2027年度 本プログラムにかかわる社会状況の確認

2028年度 文部科学省の提示する認定要件の調査 
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自己点検・評価

プログラムを構成する授業評価には、FD委員会により実施される授業評価アンケートの結果を

活用しています。また学外の評価には、キャリアセンターによる企業アンケートを活用していま

す。これらの様々な評価は、数理・データサイエンス・AI教育プログラム運営委員会におけるプ

ログラムの改善に利用されます。

数理・データサイエンス・AI教育プログラム運営委員会では、評価結果をもとに社会状況を捉え

てプログラムの改善を行うこととしています。

2025年度数理・データサイエンス・AI教育プログラム自己点検評価報告書_20260418

2029年度 認定要件の変更に伴う授業内容の更新

2030年度 プログラムの更新申請

学部

学部の特色 

学科紹介

数理・データサイエンス・AI教育プログラム 

2年次学科選択制度 

卒業論文 

キャリア別コース制

資格取得（教職課程・学芸員課程・司書課程） 

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単位互換制度 

単位認定制度 

教育ポリシー 

教員紹介 

教員による研究状況 

CKUｰTUBE 

home > 学部 > 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

もっと、もっと、
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各種資料請求

デジタルパンフレット

043-253-9111（大代表）

043-253-5524（入試広報センター）

今月の論語 情報の公表
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学長からのメッセージ ご寄付のお願い 

千葉経済学園

千葉経済学園 

短期大学部 
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附属高等学校 

総合図書館 
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地域経済博物館 

ボランティアセンター 

〒263-0021　千葉市稲毛区轟町3-59-5

Tel.043-253-9111（大代表） /

043-253-5524（入試広報センター）
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２１ 千葉経済大学学芸員課程履修規程 

２２ 千葉経済大学卒業延期に関する規程 

２３ 資格取得と認定科目の運用に関する定め 

２４ 技能資格検定試験合格者の単位認定に関する取扱規程 

２５ 千葉経済大学履修規程 

２６ ２年次進級時における所属学科の選考規程 

 

第６章 学生関係 

１ 千葉経済学園カウンセリング・センター規程 

２ 千葉経済大学学友会規約 



３ 課外活動団体結成承認願の様式 

４ 課外活動団体継続願の様式 

５ 合宿・旅行等届の様式 

６ クラブ活動状況報告書の様式 

７ 学内活動(教室・施設等使用)願の様式 

８ 学外大会参加届の様式 

９ 交通事故対策 

１０ 千葉経済大学課外活動団体特別強化クラブ認定に関する内規 

１１ 千葉経済大学学生相談室規程 

１２ 千葉経済大学資格取得奨励金に関する定め 

１３ 千葉経済大学特別活動奨励賞規程 

１４ 大学・短期大学部学内ワークスタディ学生に関する規程 

 

第７章 就職関係 

１ 千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部無料職業紹介業務運営規程 

２ 推薦状の発行について 

３ 選考委員会の構成員 

第８章 図書館 

１ 千葉経済大学総合図書館規則 

２ 千葉経済大学総合図書館資料収集管理規程 

３ 千葉経済大学総合図書館収集基本方針 

４ 千葉経済大学総合図書館利用規程 

５ 千葉経済大学総合図書館文献複写規程 

６ 千葉経済大学総合図書館における国立国会図書館のデジタル資料送信サービス利用内規 

７ 千葉経済大学総合図書館地域住民等利用内規 

 

第９章 研究所 

１ 千葉経済大学地域経済博物館規則 

２ 千葉経済大学地域経済博物館資料収集管理規程 

３ 千葉経済大学地域経済博物館利用規程 

４ 千葉経済大学地域総合研究所規則 

５ 千葉経済大学地域総合研究所特任研究員に関する規程 

 

第１０章 施設等利用 

１ 千葉経済大学短期大学部体育館管理運営規程 

２ 千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部総合体育館運営規程 

  02-1 千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部総合体育館使用心得 

  02-2 千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部総合体育館空調機使用心得 

３ 千葉経済大学学生ホール「エステリア」使用心得 

４ クラブ部室の使用心得 

５ トレーニングルームの使用心得 



６ シャワ一室の使用心得 

７ ミーティングルームの使用心得 

８ 千葉経済大学テニスコートの使用心得 

９ ワゴン車の使用心得 

１０ 大学多目的グラウンドの使用心得 

１１ 千葉経済大学情報ネットワークシステム運用規則 

１２ 千葉経済大学教育用情報機器利用規程 

１３ 千葉経済学園情報機器貸与規程 

１４ 固定資産及び物品管理規程 

１５ 施設・設備等使用許可願の様式 

１６ 千葉経済大学および千葉経済大学短期大学部校地・校舎・器具使用規程 

１７ 千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部防災規程 

 

第１１章 事務局 

１ 千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部事務組織規程 

２ 千葉経済大学・千葉経済大学短期部事務職員の任免・服務等に関する規程 

３ 学校法人千葉経済学園公印取扱規程 

４ 大学・短大文書取扱規程 

５ 大学・短大の嘱託職員等任免・服務規程 

６ 千葉経済大学・千葉経済大学短期大学部 SD委員会規程 

７ 千葉経済学園事務局職員研修方針 

８ 千葉経済学園事務局職員研修奨励金交付要綱 

 

第１２章 その他 

１ 千葉経済大学父母の会会則 

２ 父母の会慶弔費、活動協力費等支出基準 

３ 千葉経済大学同窓会会則 
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〇千葉経済大学 数理・データサイエンス・AI教育プログラム運営委員会規程 

令和 7 年 7 月 17 日 

学長決定  

 

（設置） 

第１条 千葉経済大学学科会議等の設置に関する規程第７条及び第８条の規定に基づき、数理・データ

サイエンス・AI 教育プログラム運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 委員会は、学長が教授会の意見を聴いて指名する教員及び事務職員等（以下「委員」という。）

若干名をもって組織する。 

（委員長） 

第３条 委員会に委員長を置き、委員のうちから学長が指名する。 

２ 委員長は委員会を招集し、その議長となる。 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

（委員以外の者の出席） 

第５条 委員長が必要と認める場合は、委員以外の者を会議に出席させ意見を聴くことができる。 

（審議事項） 

第６条 委員会は、数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（以下、本プログラム）に関する次の

事項を審議する。 

(1) 本プログラムの運営及び推進（改善・進化）に関する事項 

(2) 本プログラムの点検・評価に関する事項 

(3) その他、本プログラムに関する事項 

（事務） 

第７条 委員会に関する事務は、学務課において処理する。 

 

附 則 

この規程は、令和 7 年 4 月 1 日から施行する。 

 



 



取組概要

大学等名 千葉経済大学

教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI教育プログラム リテラシーレベル

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和8年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

目 的：経済学・経営学分野において数理データサイエンスに関する倫理道徳・知識と技術・健全な考え方・探求心を有した人材を育成すること
獲得能力：データサイエンスの基礎的事項を理解し、データに対する洞察力を身に付けることができる。

（１）データサイエンスの基礎的な概念と用語を説明できること
（２）データの種類を知り、適切にデータを扱うことができること
（３）基本的な統計手法を適用でき、適切なデータの視覚化方法を選択できること

修了要件：科目「データサイエンス入門」の単位を取得し、修了申請をすること

実施体制

構成科目
・データサイエンス入門 内容確認等

数理・データサイエンス・AI教育
プログラム運営委員会

改
善

千葉経済大学
自己点検評価委員会 専門部会

分科会：内部質保証委員会

学務課 / 教務部会
キャリアセンター / 就職部会
FD委員会

情
報

アンケート
結果等

授業内容の
改善案等

実施依頼

・学生への周知 (学務課)
・企業アンケート実施 (キャリアセンター)
・カリキュラム改編 (学部・学科）

科目担当者
・学生への周知
・授業の改善依頼
・授業アンケート実施

実
施

情
報

BYODの導入

自己点検・評価
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